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概　要

⽵内　もも⾹

75分の余⽩-⼦どもの帰属意識を誘発する⾷空間の提案-

2024年

船橋　仁奈 准教授

75フンノヨハク-コドモノキゾクイシキヲユウハツスルショククウカンノテイアン-

学⽣卒業設計制作NCF空間ディスプレイアワード受賞作品

優秀賞

タケウチ　モモカ

フナハシ　ニナ 職名

Ⅱ.　⽣活ディスプレイデザイン

ダイドウダイガクコウガクブケンチクガッカケンチクセンコウ

⼤同⼤学⼯学部建築学科建築専攻

各小学校の時間割から見る給食開始時刻から清掃終了時刻
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行為が重なり合う空間
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一辺が 2600mmの正方形に、等辺が 2600mmの二等辺三角形を隣接させる
正方形を 4等分した面積と、二等辺三角形の面積は等しく、1.69 ㎡である

空間を構成する基本単位

約 8 割の放課後児童クラブでは、児童一人当たり
1.65 ㎡以上のスペースを確保している

空間認識

愛知県名古屋市南区呼続4丁目

呼続小学校

大磯小学校

菊住小学校

笠東小学校

笠寺小学校

1000m
(約 15分 )

1500m

桜小学校

500m
春日野小学校

対象計画地から
呼続小学校まで
徒歩4分

S=1/20000
0 500m

計画対象エリア

木造住宅密集地域に位置付けられており、歩車が完全に分離
されているので、子どもの通行に適していると考える。
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配置図兼 GL+1200 平面図　1/200
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隣地境界線
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友達と宿題をする
車の通らない道路で
遊ぶ子どもたち

視線を遮る高さ1200の壁

室内を通って部屋へ入る

ランチタイム以外の時間も地域の人に利用される
放課後に遊んだり、地域の活動に利用したり、
様々な空間が多様な用途に対応する

大人数でいられる空間

絵を描く机と勉強する机

外部とつながる

目線を遮る小さな窓

少人数である集まる空間

一人になれる空間

大きな
吹き抜け高さ1500の低い天井

共用部を通って
住居へ天井高さで曖昧に

仕切られた空間

明るい空間

室内と視線がつながる

本棚で境界を仕切る

背の高い窓

穴の空いた壁

名古屋市が管理する道の場合、
道の中心から2メートル後退した
部分の敷地を名古屋市に寄付すること

長手方向断面図　1/200
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AEG

プライバシーを守る手すり壁

敷地と道路を跨いで遊ぶ

外を見ながら料理をする

閉じられた外部空間
本棚で空間を仕切る

落ち着く空間

▼隣地境界線▼敷地境界線

低い天井

COOKING
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【コンセプト解説】

⽵内 もも⾹

75分の余⽩-⼦どもの帰属意識を誘発する⾷空間の提案-

各小学校の時間割から見る給食開始時刻から清掃終了時刻
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空間を構成する基本単位
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対象計画地から
呼続小学校まで
徒歩4分
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計画対象エリア

木造住宅密集地域に位置付けられており、歩車が完全に分離
されているので、子どもの通行に適していると考える。
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室内を通って部屋へ入る

ランチタイム以外の時間も地域の人に利用される
放課後に遊んだり、地域の活動に利用したり、
様々な空間が多様な用途に対応する

大人数でいられる空間

絵を描く机と勉強する机

外部とつながる

目線を遮る小さな窓

少人数である集まる空間
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共用部を通って
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穴の空いた壁

名古屋市が管理する道の場合、
道の中心から2メートル後退した
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プライバシーを守る手すり壁

敷地と道路を跨いで遊ぶ

外を見ながら料理をする

閉じられた外部空間
本棚で空間を仕切る

落ち着く空間

▼隣地境界線▼敷地境界線

低い天井

COOKING

▲本を読みながら食べる場所。吹抜けの下で
遊ぶ (右 ) 低い天井の下で座る、1人で落ち着
ける空間 (左 )

▲絵を描きながら食べる場所。一人になれる
空間 (奥 ) 異なる行動をしている子どもが異な
る空間で出会う (左 )

▲宿題をしながら食べる場所。住宅に暮らす
人と、宿題をする子どもをつなぐ ▲遊びながら食べる場所。400の段差を使っ

て遊ぶ (左 ) 吹き抜けや開口で明るい場所を好
む子どもが集まる (手前 )

何話そう… 早く食べなきゃ

気になるなぁ
昨日さ…

一人でのんびり

どこで食べよう

席の近いクラスメイトと
向かい合って給食を食べる時間

自分で居場所を選択し、
自分で考えて食べる時間

新たな食空間の提案

1.69 ㎡ 1.69 ㎡

26
00

2600

2600

一辺が 2600mmの正方形に、等辺が 2600mmの二等辺三角形を隣接させる
正方形を 4等分した面積と、二等辺三角形の面積は等しく、1.69 ㎡である

約 8 割の放課後児童クラブでは、児童一人当たり
1.65 ㎡以上のスペースを確保している

管理人

住人 A

住人 B

住人 C

住人 D

子どもに食事を振る舞いたいけれど場所がない人

住人 A：子どもと関わりたい人

管理人：管理しながら子供を見守る

住人 C：料理が得意な人

住人 D：単身高齢者

地域の子ども
社会の中で人との関わり方を学ぶ
自分で選択する力を身につける

地域の子どもと関わる
生きがいを見つける

得意な料理をして、小さな経済活動を行う

住人 B：積極的に子どもに関わり、
経済活動を行う

子どもと関わることが楽しみになる

地域全体で子どもを育てる
住人と協力して子どもを育てる

名古屋市では、子ども食堂等の活動を支援するため、活動運営にかかる費
用の一部を補助している。
補助対象者：名古屋市内で子ども食堂等を開設する構成員 5 名以上の団体

住まう人


